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一
一
月
十
山
ハ
日

か
ら
二
日
間
に

わ
た
り
町
議
会

が
召
集
さ
れ
、

十
数
年
来
分
校

派
、
組
台
立
学

校
派
の
一
一
派
に

別
れ
相
争
っ
て

来
た
桐
山
問
題

に
つ
い
て
、
桐

山
分
校
を
廃
止

し
て
刈
羽
郡
高

柳
町
・
中
魚
沼

郡
川
西
町
学
校
組
合
に
加
入
、

三
町
の
学
校
組
合
に
す
る
こ
と

に
決
議
し
、

し
た
の
を
始
め
次
の
事
件
に
つ

き
審
議
決
定
し
た
。

議
第
一
号

　
前
記
の
学
校
組
合
加
入
に
つ

　
い
て
。

議
第
二
・
三
号

　
前
記
学
校
組
合
規
約
の
承
認

　
　
に
　
　
に
よ
る
　
　
　
　

議
員
の
選
議
経
鈴
蓼

　
に
　
す
る
　
カ
ヤ
ま
た
　
ヨ

一制転
換
に
劃
期
的
意
見
を
提
案

さ
れ
た
　
も
　
　
た
ち
に
　
し

り
そ
　
　
を
　
す
る
　
お
で
あ
る

一
今
後
壽
民
問
享
く
高

校
の
発
展
に
協
力
を
致
し
た
い

も
の
で
あ
る
。

　
教
育
は
一
朝
一
夕
に
成
来
の

あ
ら
わ
れ
る
も
の
で
な
く
ヤ
　

｝い年
月
が
用
意
さ
れ
ね
ば
な
ら

な
い
も
の
で
あ
る
。
將
来
高
校

が
当
地
域
の
人
材
教
育
に
必
ず

や
貢
献
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う

ぎ
は
　
う
べ
き

藷
が
な
い
。

一
こ
の
地
域
社
会

一
が
文
化
に
お
く

乳
、
経
済
的
に
恵
ま
れ
ざ
る
が

｝故
に
義
務
教
育
を
終
え
て
、
直

ぢ
に
職
場
に
つ
く
中
卒
者
た
ち

『
が
殆
ん
ど
部
分
で
あ
る
。
今
や

一蓑
務
教
育
の
み
で
は
今
後
の
社

会
に
伍
し
て
ゆ
け
な
い
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
。
明
治
、
大

正
ま
た
昭
和
の
初
期
の
時
代
に

お
い
て
は
、
徒
手
空
拳
で
大
を

な
し
た
人
々
も
多
く
、
世
の
立

身
成
功
者
と
称
せ
ら
れ
る
に
至

っ
て
い
る
も
の
も
相
当
数
あ
る

が
、
今
後
の
世
代
の
青
少
年
達

に
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
望

桐
山
分
校
間
題
解
央

　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
、

　
こ
の
問
題
を
解
決
議
第
四
号

　
　
秋
山
利
作
議
員
と
規
約

に
よ
り
町
長
の
三
名
に
決
定

　
清
水
小
学
校
桐
山
分
校
の
廃

　
止
に
つ
い
て
∂
三
月
三
十
一

　
日
か
ぎ
り
で
廃
止
す
る
。

議
第
五
号

　
松
代
中
学
校
清
水
分
校
の
廃

　
止
に
つ
い
て
。
三
月
三
十
一

　
日
か
ぎ
り
廃
止
と
な
る
。

議
第
山
ハ
号

　
清
水
中
学
校
の
設
置
に
つ
い

む
べ
く
も
な
い
。

　
社
会
の
進
展
に
つ
れ
、
す
べ

て
に
組
織
が
確
立
さ
れ
て
中
卒

の
み
で
都
会
に
出
た
人
々
が
社

会
の
底
辺
に
あ
え
ぐ
こ
と
は
当

然
で
あ
る
。
何
時
の
時
代
に
も

例
外
は
あ
り
、
中
に
一
、
二
幸

運
な
る
成
功
者
と
称
す
る
者
も

あ
ら
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が

こ
れ
は
き
わ
め
て
至
難
な
事
で

あ
る
。
ま
た
都
会
に
出
る
こ
と

な
く
、
こ
の
地
域
に
踏
め
止
ま

る
と
し
て
も
、
最
小
限
高
校
教

て
。
四
月
一
目
か
ら
清
水
中

学
校
と
し
て
本
校
が
清
水
小

学
校
と
併
置
さ
れ
る
。
（
窺

在
の
清
水
分
校
の
清
水
、
会

沢
〔
桐
山
は
組
合
立
校
く
。
〕

の
生
徒
が
在
籍
し
て
名
称
が

変
る
）
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議
第
七
号

　
松
代
町
職
員
の
給
与
条
例
の

　
一
部
改
正
に
つ
い
て
。
人
事

　
院
勧
告
に
よ
る
給
料
表
の
改

　
正
で
十
月
一
日
に
さ
か
の
ぽ

　
り
適
用
す
る
。

議
第
八
号

　
一
般
会
計
第
九
回
追
加
更
正

　
予
算
に
つ
い
て
。
議
第
七
号

　
に
よ
る
給
与
改
正
の
差
額
を

　
主
と
し
た
二
七
六
万
円
の
追

　
加
更
正
予
算
を
議
決
。

議
第
九
・
十
号

特
別
会
計
国
保
施
設
勘
定
第

一
回
・
第
二
回
追
加
．
吏
正
予

算
に
つ
い
て
第
一
回
四
四
六

、
一
二
四
円
　
第
四
回
一
七

四
、
一
〇
〇
円
の
追
加
更
正
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高
校
は
本
年
四
月
一
日
よ
り

全
日
制
と
し
て
新
発
足
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　
過
去
十
三
年
間
、
松
代
高
校

は
一
途
に
定
時
制
課
程
の
み
を

お
く
県
下
唯
一
の
独
立
校
と
し

て
、
そ
の
特
異
な
存
在
を
誇
っ

て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ

に
改
め
て
全
定
を
併
置
す
る
こ

と
と
な
り
、
し
か
も
全
日
制
は

県
下
最
小
の
二
学
級
と
い
う
特

、
」
が
認
め
ら
れ
た
訳
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
東
．
頸
城
郡
東
部
が
へ

き
地
で
あ
り
、
経
済
■
的
に
極
め

て
悪
ま
れ
な
い
と
い
う
地
理
的

条
件
を
顧
慮
し
た
県
当
局
特
段

の
は
か
ら
い
で
あ
り
、
山
間
地

帯
の
教
胃
振
興
の
目
的
で
、
と

に
か
く
全
日
制
と
し
て
新
発
足

す
る
こ
と
は
松
代
町
多
年
の
宿

望
が
達
せ
ら
れ
た
次
第
で
ま
こ

と
に
よ
ろ
こ
ば
し
い
限
り
で
あ

る
o
　
如
何
に
へ
き
地
で
あ
り
、
経

済
的
に
恵
ま
れ
な
い
と
い
っ
て

も
教
育
の
機
会
均
等
の
精
神
は

こ
の
地
域
に
生
を
う
け
た
青
少

年
も
当
然
他
と
対
等
の
高
校
教

育
を
う
け
る
権
利
が
あ
る
べ
き

で
あ
る
。

　
町
理
事
者
た
ち
の
陳
情
、
請

今
後
の
社
会
機
構
は
既
に
親
が

子
の
仕
送
り
を
期
待
す
べ
き
で

な
い
。
そ
の
子
弟
の
教
育
の
た

め
に
は
親
は
最
大
の
犠
牲
を
払

う
覚
悟
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
う
。
こ
の
よ
う
な
理
念
に

基
づ
い
て
町
の
先
覚
者
た
ち
は

そ
の
意
志
を
う
け
つ
い
で
、
松

代
高
校
今
日
の
成
果
を
見
る
に

至
っ
た
も
の
で
あ
る
。
今
後
共

高
校
が
地
域
社
会
の
要
望
を
み

た
す
た
め
に
は
、
よ
り
高
度
に

整
備
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

高
校
全
日
制
と
し
て
新
発
足

育
は
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
農
村
は
一
般
に
経
済
に
恵
ま

れ
な
い
。
従
っ
て
古
来
の
風
習

と
し
て
、
そ
の
子
弟
が
義
務
教

育
を
終
え
る
や
否
や
、
あ
る
い

は
徒
弟
に
、
あ
る
い
は
工
場
に

と
、
そ
の
労
力
を
要
求
さ
れ
て

そ
の
物
質
的
仕
送
り
が
期
待
さ

れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
家
計
を
た

す
け
て
い
た
父
兄
が
多
い
。
子

弟
も
ま
た
当
然
義
務
教
育
を
終

え
れ
ば
家
計
を
助
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
悪
循
環
を
繰

り
返
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

　
現
に
松
代
高
校
最
大
の
悩
み

は
生
徒
募
集
で
あ
る
が
、
県
下

何
れ
の
高
校
を
見
て
も
、
松
代

高
校
に
お
け
る
生
徒
募
集
ほ
ど

激
し
く
、
ま
た
苛
烈
な
も
の
は

な
い
。
生
徒
募
集
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
云
う
こ
と
は
、

高
校
の
伝
統
が
浅
く
、
加
え
て

地
域
社
会
の
進
学
啓
蒙
の
必
要

か
ら
で
は
あ
る
が
、
何
よ
り
も

当
面
の
障
害
と
し
て
施
設
設
備

の
内
容
が
他
地
区
の
高
校
に
比

し
、
著
し
く
遜
色
が
あ
る
と
い

う
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
よ
う

　
を
議
決
。

議
第
十
一
号

　
公
雫
委
員
会
条
例
の
廃
止
に

　
つ
い
て
．

議
第
十
一
一
号

　
議
会
の
議
員
の
報
酬
及
び
費

　
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の

　
一
部
改
正
に
つ
い
て
。

　
　
ヨ
し
ヨ
を
イ

　
役
場
職
員

　
　
に
定
年
制

　
各
方
面
か
ら
注
目
さ
れ
て
い

た
役
場
職
員
の
定
年
制
実
施
の

問
題
は
、
議
会
総
務
常
任
委
員

会
か
ら
職
員
組
合
へ
の
申
入
れ

が
導
火
線
と
な
っ
て
そ
れ
ぐ

検
討
協
議
の
結
果
へ
去
る
二
月

六
日
両
者
の
話
合
が
行
わ
れ
こ

れ
が
実
現
を
見
る
に
至
っ
た
。

　
原
則
と
し
て
定
年
は
満
五
十

五
才
と
さ
れ
、
暫
定
措
置
と
し

て
現
在
満
五
十
五
才
以
上
の
者

に
つ
い
て
は
ニ
ケ
年
間
の
猶
予

期
間
を
設
け
る
等
と
い
う
細
部

の
了
解
事
項
を
含
ん
で
い
る
。

に
思
う
。
す
な
わ
ち
松
代
高
校

が
全
日
制
と
し
て
新
発
足
す
る

と
同
時
に
、
そ
の
学
区
は
東
頸

城
郡
全
部
、
高
柳
町
、
小
国
町
．

川
西
町
、
十
目
町
市
と
発
表
さ

れ
た
が
、
同
学
区
内
に
安
塚
高

校
、
津
南
高
校
、
十
目
町
高
校

の
三
全
日
制
高
校
が
あ
り
、
こ

れ
等
は
い
ず
れ
も
松
代
高
校
と

は
比
較
に
な
ら
ぬ
施
設
、
設
備

を
有
し
て
い
る
。
松
代
町
出
身

者
に
し
て
も
も
し
経
済
的
余
裕

が
あ
れ
ば
松
代
高
校
進
学
を
拒

否
し
て
、
こ
れ
ら
の
高
校
を
選

ぶ
で
あ
ろ
う
。

　
松
代
町
が
心
血
を
そ
』
い
で

建
設
し
た
高
校
で
あ
る
。
松
代

町
は
い
う
ま
で
も
な
く
本
郡
東

部
、
高
柳
、
川
西
町
位
は
松
代

喬
校
に
欣
然
と
し
て
進
学
す
る

こ
と
を
希
望
す
る
よ
う
な
施
設

設
備
が
必
要
で
あ
り
、
か
く
て

こ
そ
高
校
建
設
の
目
的
が
達
せ

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
経
済
的
に
恵
ま
れ
た
も
の
も

厭
然
と
し
て
、
ま
た
恵
ま
れ
ざ

る
も
の
も
奨
学
制
度
等
を
利
用

し
て
進
学
で
き
る
よ
う
な
万
全

な
制
度
が
確
立
さ
れ
て
、
は
じ

め
て
地
域
社
会
の
期
待
に
添
い

ま
た
貢
献
で
き
る
よ
う
な
高
校

と
し
て
完
成
さ
れ
る
も
の
と
信

ず
る
次
第
で
あ
る
。

類醸蟻・

欝

聴

醸
灘

難譲

聾
　
姻
．
ぎ
＝

　
　
顎

④屋根からすぺり落ちる雪にひつばられて瓦が軒下
　　にぶらさがっています。なだれ等による大きな被

　　害がなければよいがと心醇されています。
　　　　　もロ
⑤．第二画医キー駅法継走大会のスタート風景

⑥　スキー駅伝継走大会に優勝、優勝旗を手にする風
　　口愚イ．．＿．

①第6回全町書初展覧会（中央が最優秀作品「新しい年」松代小
　　学校4年生佐藤達次郎君・「雪に朝日」室野小学校5年生佐藤
　　貴美子さん・「明け行く空」全校6年生小堺健一君・「新年の

　　抱負」松代中学校1年生市川みい子さん・「越路の春」全校2
　　年生万羽光子さん・「輝く前途」同校3年生佐藤芳枝さん）

②お母さん達の学習（去年の秋から婦人学級が町内に12学級開設
　　されました）

③今年は大雪（今年は記録的な大雪といわれ・雪国の松代では2
　　月19日現在積雪松代で3・40π、山平で4・10概という大雪とな

　　り、町内は雪の芸術ならぬ雪の塔が高々とそびえ立つています
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一
ぎを 御を上くに育深あて

書産
一
年
の
の
琢
動
コ

に知さ意別げお就ていら此今
つるて見に’願き共事ゆの回く
い上今　　出時いまにとる一公・
てに回御し折致し励考事燈民は’
述於は希た家してんえに台舘じ
べて畜望い畜ま効でま就Lのあ

レ
ラ
の

き て我産をと別す強農すきの御に’
見国経お思専。し家。ま項厚V［
ま蓄営寄い門筒て経何しを意

大 し産のせま的本参営卒て設に
発 よの心下すな項りの末接け依

をり・
年ま五』』

一総五・

5最がさの事にた重長し広り

1溌翻鰹爆蕪罐
○支％
○出と
と額な
すにっ

動とお含し般思題のま様に
きし願みま的いでrすと毎
及ていの．したまあ燈事畜同’
び現致上て問すり台は産紙

れつて 本布し何は題のま」大に面
ばいい 町のまな特をですの変関を
三てる の大すり集取宜畜項意す戴　一
四二〇 動勢。と号りし産を義るい
年九つ
及特分東九の一の戸る佐少三 動⑥細な、
ゆ率に布北州通戸割数。りの十和き地目ら
の注にの’り当合に即異傾一牛 o方にな
’低目大順中でり）対ちな向年飼’別つい
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B

分
は
高
く
な
っ
て
来
て
い
る
。

　
こ
の
動
き
を
見
る
に
農
業
の

生
産
額
を
比
較
し
て
み
る
と
次

の
表
1
の
通
り
で
戦
前
に
於
て

は
耕
種
八
○
・
四
％
、
養
蚕
一

二
・
二
％
、
畜
産
七
。
四
％
の

順
で
あ
っ
た
の
が
、
昭
和
二
十

五
年
～
二
十
七
年
に
は
耕
種
八

六
・
七
％
、
畜
産
八
・
八
％
、

養
蚕
三
・
六
％
と
な
り
、
昭
和

三
十
四
年
度
に
は
耕
種
八
三
．

五
％
、
畜
産
一
二
・
九
％
、
養

蚕
三
・
○
％
と
な
っ
て
来
て
居

り
ま
す
。
　
（
表
1
）

②
畜
産
の
う
ち
で
も
枝
肉
と
牛

乳
の
生
産
が
高
く
、
次
い
で
卵

の
順
で
あ
る
。

　
最
近
五
ケ
年
間
の
生
産
の
伸

び
の
内
容
は
昭
和
二
十
九
年
を

一
〇
〇
と
す
る
と
三
十
四
年
に

於
て
は
技
肉
輔
八
九
％
、
牛
乳

一
八
五
％
、
卵
が
一
三
三
％
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
内
訳

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
と
、

枝
肉
に
つ
い
て
は
表
2
の
様
に

な
り
、
主
と
な
る
も
の
は
和
牛

と
豚
で
あ
り
ま
す
。
和
牛
に
つ

い
て
は
昭
和
三
〇
年
、
三
十
一

年
に
か
っ
て
馬
の
生
産
地
で
あ

っ
た
地
方
が
和
牛
に
転
換
し
て

来
た
為
、
価
格
の
暴
落
を
招
き

需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
て
廃
用
牛
の
増
加
を
見
た
。

　
乳
牛
に
つ
い
て
は
順
調
に
頭

数
の
増
加
を
見
な
が
ら
も
乳
価

の
低
迷
に
よ
り
酪
農
家
の
意
欲

を
減
退
し
、
又
豚
に
於
い
て
は

三
十
一
年
頃
よ
り
養
肋
熱
が
腐

ま
り
増
加
の
一
途
を
辿
っ
た
が

生
に
会
い
、
売
り
急
ぎ
が
続
出

し
枝
肉
の
半
量
以
上
を
占
め
る

様
に
な
り
、
牝
豚
の
減
少
を
来

た
し
た
為
に
最
近
の
豚
価
、
豚

肉
価
の
高
騰
を
招
い
て
い
る
。

　
一
方
卵
に
就
い
て
は
養
鶏
飼

育
の
革
進
に
伴
い
（
集
団
的
多

数
飼
育
バ
タ
リ
ー
、
ケ
：
ジ
養

鶏
の
採
用
、
品
種
の
改
良
飼
料

の
合
理
化
、
販
売
の
一
元
化
等

》
飼
育
羽
数
の
増
加
及
び
効
能

率
に
依
り
漸
増
し
て
い
る
◎

③
畜
産
物
の
消
費
は
伸
び
て
い

る
o
　
以
上
の
様
に
生
産
の
増
加
に

伴
い
、
こ
れ
ら
の
消
費
に
つ
い

て
考
え
て
見
ま
す
と
、
最
近
の

経
済
力
の
向
上
と
文
化
の
発
達

に
伴
い
全
般
に
伸
び
て
い
る
。

こ
れ
を
全
都
市
の
家
計
よ
り
総

支
出
額
な
畜
産
物
へ
の
支
出
額

を
見
る
と
次
の
表
3
の
様
で
あ

り
、
二
九
年
の
四
・
七
％
か
ら

次
第
に
増
加
し
て
三
四
年
に
は

34年

83．5％

3．0

12．9

0．6

100

に
は
一
二
〇
％
と
な
る
が
、
畜

産
支
出
額
に
つ
い
て
は
二
九
年

を
一
〇
〇
と
し
て
三
四
年
に
は

一
三
八
％
と
な
り
、
総
家
計
支

出
額
の
伸
び
を
上
廻
っ
た
伸
び

方
で
あ
る
。

④
乳
牛
、
鶏
、
豚
は
頭
羽
数
が

増
加
し
、
馬
は
減
少
し
、
め
ん

山
羊
は
次
第
に
少
な
く
な
り
、

和
牛
に
お
い
て
は
余
り
変
っ
て

い
な
い
。

　
乳
牛
、
鶏
、
豚
に
つ
い
て
は

そ
の
目
的
よ
り
し
て
生
産
性
の

向
上
と
生
産
コ
ス
ト
の
低
下
に

努
め
る
為
に
、
集
団
的
多
頭
飼

育
に
変
づ
て
居
り
飼
育
戸
数
よ

り
頭
羽
数
の
増
加
が
著
し
い
。

元
来
役
畜
と
し
て
重
用
さ
れ
た

家
畜
は
、
農
業
の
近
代
化
に
伴

い
後
退
し
、
馬
は
そ
の
代
表
的

な
動
き
を
し
て
二
十
五
年
に
一

〇
七
万
頭
の
も
の
が
三
十
五
年

に
は
六
七
万
頭
に
な
り
、
一
〇

年
後
に
は
五
〇
万
頭
を
割
る
と

云
わ
れ
て
い
る
。
又
和
牛
に
つ
．

い
て
は
馬
同
様
、
労
役
の
比
は

軽
減
さ
れ
減
少
し
つ
つ
あ
る
も

食
生
活
の
向
上
に
伴
い
肉
畜
と

し
て
こ
の
数
を
保
持
し
て
い
る

⑤
地
方
別
に
見
た
酪
農
生
産
の

動
き
。

　
酪
農
に
就
て
は
近
年
家
畜
部

門
の
代
表
の
如
き
動
き
を
示
し

今
後
の
進
路
に
つ
い
て
も
他
家

畜
を
先
ん
じ
て
い
る
観
が
あ
る

の
で
酪
農
部
門
の
動
き
に
つ
い

て
は
注
目
し
、
．
こ
の
動
き
を
早

く
知
り
、
各
々
そ
の
部
門
に
於

て
参
考
と
し
て
行
か
な
け
れ
ば

は
頁
北
、
北
陸
、
東
山
で
あ
り

こ
れ
ら
の
地
方
は
、
乳
牛
の
飼

養
普
及
率
は
越
に
上
昇
し
て
い

る
。
又
北
陸
に
於
い
て
は
自
動

耕
紐
機
が
著
し
く
普
及
し
て
来

（表1）生産額比率
区分t髄§轟125－27年1

86．7％

3．6

8．8

0．9

100

80．4％

12．2

7．4

100

種
蚕
産

耕
養
畜

計

　（表2）　枝肉生産量比傘
区分i和　牛1乳牛1白牛1馬　1　底　i緬羊i山羊

29年

30

31

32

33

34

42．2％

50．1

45．0

37．2

34．4

33．1

3。o％い。7％
3．5　13．5

3，212．9
　　1
3・911・9
4．9　11．9

6．6い．7

12．9％

8．6

8．9

6．8

6．0

6．6

39．7％

33．9

39．4

49．4

52．1

51．O

．O．2％

．O．2

0．3

0．4

0．4

0．6

0．3％

0．2

0．3

0．4

0．3

0．4

100％
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loo

loo
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lOO
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註

耕
種
（
米
、
妾
類
、
雑
穀
、
い

も
類
、
野
菓
、
果
物
、
郭
他
）

て
い
る
。
又
一
戸
当
り
の
飼
養

頭
数
の
低
下
に
つ
い
て
は
若
干

で
は
あ
る
が
東
北
、
東
海
、
近

畿
、
中
国
に
見
ら
れ
る
三
十
一

年
と
三
十
五
年
の
比
較
調
査
に

依
れ
ば
・
地
方
別
に
飼
養
さ
れ

る
和
牛
の
年
令
、
飼
養
目
的
に

つ
い
て
は
、

ω
二
才
以
上
の
牝
の
割
合
が
高

　
く
な
っ
て
い
る
地
域
は
関
東

　
北
陸
、
東
山
、
中
国
、
東
海

　
九
州
、
北
海
道
で
あ
り

な
っ
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
流

通
過
程
に
依
り
、
適
地
適
飼
幕

が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え

る
。
云
い
換
え
れ
ば
今
後
農
業

構
造
の
改
革
と
共
に
、
よ
り
合

理
的
な
適
地
適
飼
養
が
流
通
機

構
の
関
連
を
考
え
て
進
め
ら
れ
・

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
．

0
豚
の
飼
養
規
模
は
全
般
的
に

埠
大
し
、
九
州
、
．
東
北
の
普
及

率
は
著
し
い
。

．
全
般
的
に
普
及
し
三
一
年
に

は
一
〇
・
八
％
の
普
及
率
が

三
十
五
年
に
は
一
五
・
七
％
と

な
り
、
』
戸
当
り
頭
数
に
於
て

は
一
・
八
頭
か
ら
二
・
四
頭
と

増
加
し
た
。
地
域
的
に
は
普
及

率
に
て
北
海
道
、
東
北
、
九
州

東
海
、
関
東
の
順
に
伸
び
て
居

り
｝
戸
当
り
頭
数
に
於
て
は
近

キ
、
．
東
海
、
関
東
、
北
墜
の
順

と
な
る
．
飼
養
内
容
に
つ
い
て

全
国
的
に
見
る
と
、
成
豚
一
頭

飼
育
農
家
三
五
％
、
二
頭
飼
育

農
家
は
九
％
と
な
り
三
頭
以
ナ

は
三
％
で
あ
る
。
仔
豚
飼
養
農

家
は
五
三
％
を
占
め
副
業
的
耕

模
に
ょ
っ
て
養
胎
が
支
え
れ
て

い
る
現
状
で
あ
為
。
云
い
換
る

な
ら
ば
何
時
養
肪
を
や
め
て
も

経
営
上
支
障
を
来
た
さ
な
い
状

態
の
飼
養
形
態
で
あ
り
、
今
後

の
養
胎
の
動
き
に
対
す
る
大
き

な
注
目
点
で
あ
り
ま
し
よ
う
。

①
地
方
別
に
見
た
鶏
の
動
き
。

　
総
羽
数
に
於
い
て
塘
加
し
て

い
る
も
の
東
海
、
東
山
、
北
陣

で
、
減
少
し
て
い
る
の
は
関
東

畜産物

畜産物
乳β

　5

　5

　　6

　　6

　　7

　　8

ぐ表3）　畜

　　　　　畜
区分
　　　　肉
29・年　　516■

30　　　550
31　　　610
32　　　680
33　　　713
34　　　800

及
び
養
鶏
地
帯
の
経
営
の
專
門

化
傾
向
に
よ
っ
て
引
上
げ
ら
れ

て
い
る
。

⑨
そ
の
他
の
家
畜
の
動
き

　
馬
に
於
い
て
は
激
減
し
、
こ

の
分
布
は
北
海
道
を
除
い
て
殆

ん
ど
飼
養
目
的
の
限
界
に
来
て

い
る
と
云
わ
れ
て
い
る
。
め
ん

年
ば
三
十
三
年
以
来
減
少
し
つ

つ
あ
り
、
昨
今
の
貿
易
の
自
由

化
に
よ
る
羊
毛
の
経
済
性
は
重

大
な
危
機
に
立
た
せ
ら
れ
、
羊

肉
の
需
要
面
で
開
拓
さ
れ
つ
つ

あ
る
現
状
で
あ
る
。
山
羊
は
本

来
農
家
の
動
物
蛋
白
供
給
源
と

し
て
飼
養
さ
れ
て
来
た
が
、
農

家
所
得
の
壇
大
に
伴
い
減
ず
る

も
、
小
農
的
家
畜
と
し
て
こ
の

意
義
を
残
し
て
居
り
、
大
き
な

変
動
は
見
ら
れ
な
い
◎

⑩
他
産
業
と
畜
産
業
と
の
関
連

に
つ
い
て
◎

戸
最
近
畜
産
業
界
に
大
き
な
間

題
と
な
っ
て
来
て
い
る
こ
と
は

酋
産
業
の
大
資
本
に
よ
る
企
業

化
で
あ
る
．
以
前
に
於
い
て
は

歯
産
は
農
業
の
一
部
門
と
見
な

さ
れ
、
農
業
は
儲
け
の
少
な
い

産
業
に
属
し
て
い
る
と
云
わ
れ

た
為
に
資
金
を
流
し
て
く
れ
る

人
が
居
ら
ず
都
会
産
業
に
投
資

第
二
回
鴫
馳
が
勤
概
諏
賑
勤
齪
大
会

r一第一回大会以上σ）賑わい一
ξ

1第1●位は風月堂チー・

　
二
月
五
日
、

前
日
の
悪
天
候

も
ど
こ
へ
や
ら

朝
か
ら
絶
好
の

ス
キ
ー
日
和
に

第
二
回
町
内
ス

キ
ー
駅
伝
継
走

並
に
小
中
学
校

ス
キ
ー
選
手
権

大
会
が
開
か
れ

た
。
駅
伝
優
勝

は
風
月
堂
チ
ー

ム
、
第
一
回
優

勝
の
⑭
チ
ー
ム

は
二
位
で
あ
っ

た
。　
駅
伝
の
コ
！

ス
は
公
民
舘
前
が
出
発
点
で
第

一
走
者
は
県
道
浦
川
原
線
を
走

り
千
年
の
若
月
牛
乳
店
ま
で
、

第
二
走
者
は
千
年
堂
の
下
を
経

由
し
て
途
中
よ
り
第
一
走
者
と

同
じ
コ
ー
ス
を
引
返
し
松
代
中

央
三
又
路
迄
、
ア
ン
カ
i
　
第

三
走
者
）
は
県
道
十
日
町
線
を

新
田
小
松
屋
前
で
引
返
し
役
場

決
勝
点
ま
で
。
参
観
者
も
前
年

の
好
評
に
一
暦
の
賑
わ
い
を
鬼

せ
無
線
や
電
話
に
よ
る
実
況
放

送
を
聞
く
度
び
に
喜
ぶ
者
ガ
ツ

カ
リ
す
る
者
、
我
を
忘
れ
て
コ

ー
ス
に
飛
び
出
し
応
援
す
る
者

も
あ
り
約
一
時
間
大
変
な
賑
わ

い
で
し
た
。

　
0
風
月
27
分
％
秒
②
⑳
27
分

　
弗
秒
④
山
平
躬
分
7
秒
0
高

　
校
加
分
肝
秒
⑤
全
逓
引
分
σ

　
秒
⑥
役
場
A
糾
分
甜
秒
0
役

　
場
お
訪
分
δ
秒
①
農
協
B
3
5

　
分
盟
秒
⑨
農
協
A
（
中
途
棄

　
権
）
，

塵
小
中
学
校
ス
キ
ー
選
手

　
権
大
会
と
一
般
の
回
転

　
会
場
は
熊
越
山
ス
キ
ー
場
一

門
で
行
わ
れ
、
四
時
の
サ
イ
レ

ン
と
共
に
閉
会
に
な
る
ま
で
熱

戦
を
見
守
る
楽
し
い
一
日
で
し

た
．
箆
青
批
年
の
回
転
簑
｝

味
あ
ふ
れ
る
大
会
の
に
ん
気
種

目
で
し
た
。

※
小
学
校
距
離
（
男
子
の
み
）

　
①
市
川
厚
（
菅
刈
）
②
関
谷

　
勝
雄
（
松
代
》
④
関
谷
政
敏

　
（
松
代
）

※
中
学
校
距
離

　
0
若
月
忠
平
（
伊
沢
）
②
山

　
岸
斉
へ
山
李
）
③
富
沢
弘
和

　
（
松
代
）

※
小
学
校
回
転

　
①
関
谷
茂
（
松
代
）
②
市
川

　
京
平
（
菅
刈
）
③
関
谷
宗
明

　
バ
松
代
、

※
中
学
校
同
転

　
0
柳
力
、
関
谷
五
男
（
松
代

　
）
④
髄
口
哲
雄
（
松
代
）

※
一
般
壮
年
回
転

　
0
小
堺
武
治
（
東
北
電
力
）

　
②
矢
，
代
午
三
（
町
）
④
関
谷

　
安
平
へ
⑭
）
関
谷
富
三
、
富

沢
恭
松
（
町
）

※
一
般
青
年
回
転

　
0
柳
進
一
（
町
）
②
若
月
弘

　
敏
（
千
年
》
④
関
谷
和
男
（

　
高
校
・
関
谷
昌
四
（
農
協
）

　
五
十
嵐
文
雄
（
⑳
4
若
月
与

賞品寄贈御軋
全町スキー大会に賞品を御

寄贈下さいました商店の方

々に町の皆様と共に厚く御

礼申し上げます。

戸
籍
縢
，
抄
）
本
の

請
求
は
こ
の
様
に

　
就
識
、
各
種
免
許
の
申
請
等

戸
籍
謄
（
抄
）
本
は
実
に
広
範

囲
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

郵
便
で
請
求
さ
れ
る
場
合
は
、

一
、
本
籍
地
（
部
落
と
循
地
）

一
、
戸
籍
の
筆
頭
者
（
世
帯
主

　
　
で
も
よ
い
）

一
、
請
求
者
の
氏
名

　
右
の
事
を
は
っ
き
り
書
い
て

請
求
し
て
下
さ
い
。
合
併
に
よ

り
地
域
人
口
共
塘
大
し
て
い
る

の
で
た
y
名
前
だ
け
を
書
い
て

よ
こ
さ
れ
て
も
果
し
て
ど
こ
の

部
落
の
な
ん
と
い
う
家
の
者
か

わ
か
ら
ず
、
さ
が
す
の
に
手
間

が
か
N
っ
た
り
、
い
よ
く
わ

か
ら
な
け
れ
ば
も
う
一
度
本
籍

地
の
地
番
や
筆
頭
者
を
問
い
た

y
す
こ
と
に
な
り
謄
（
抄
）
本

の
交
付
が
遅
れ
、
皆
さ
ん
自
身

の
御
迷
惑
さ
れ
る
事
に
な
り
ま

す
の
で
、
こ
の
事
を
必
ず
守
っ

て
戴
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
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正
月
も
過
ぎ
早
や
立
春
。
酒

の
季
節
も
終
り
や
れ
く
と
胸

を
な
で
下
す
。
誠
に
こ
の
月
は

下
戸
の
私
に
は
有
難
く
な
い
月

で
あ
る
。
こ
の
月
は
、
来
る
人

来
る
人
皆
一
応
年
始
客
で
あ
れ

ぽ
、
や
は
り
酒
が
そ
の
場
に
出

る
ゆ
㌧
自
分
の
家
で
は
「
ま
あ
一

バ
イ
」
と
客
に
す
』
め
る
こ
と

に
よ
り
ご
ま
か
せ
る
が
、
自
分

が
そ
の
客
の
立
場
で
御
馳
走
に

な
る
場
合
は
誠
に
困
る
．

　
ど
ん
な
謂
れ
が
あ
る
の
か
知

　
綜
が
、
我
国
程
酒
を
す
＼

ど
る
と
こ
ろ
は
あ
る
ま
い
。
酔

が
ま
わ
れ
ば
ま
わ
る
程
そ
の
し

つ
こ
さ
は
増
加
す
る
。
一
寸
や

そ
っ
と
あ
や
ま
っ
て
も
仲
々
カ

ン
ベ
ン
し
て
く
れ
な
い
。
こ
の

辺
で
カ
ン
ベ
ン
し
て
く
れ
な
い

か
な
あ
と
、
つ
く
み
＼
そ
の
人

の
顔
を
見
る
こ
と
が
あ
る
。
私

自
身
酒
は
弱
く
、
・
唯
「
お
つ
き

あ
い
」
の
為
に
飲
み
、
又
酒
席

で
は
上
戸
の
人
々
に
不
愉
快
な

思
い
を
さ
せ
な
い
様
に
と
自
分

の
心
に
聞
か
せ
な
が
ら
飲
ん
で

お
る
様
な
次
第
で
あ
る
。
而
し

問
題
は
目
前
の
事
で
あ
る
。
怒

っ
て
み
る
も
や
ぼ
な
事
。
一
々

こ
れ
く
し
か
た
ぐ
－
で
駄
目
で

す
と
断
る
の
も
面
倒
な
こ
と
、

本
当
に
飲
ん
だ
ふ
ワ
を
し
て
他

の
容
器
に
上
手
に
移
す
う
ま
い

方
法
拡
な
い
も
の
か
と
、
真
け

ん
に
考
え
る
こ
と
も
あ
る
．
之

又
仲
々
の
苦
労
で
あ
り
、
下
戸

の
悲
し
さ
と
申
し
た
い
。

　
昔
か
ら
医
者
で
酒
を
嗜
ま
な

い
人
は
少
い
よ
う
で
あ
る
。
酒

の
み
の
弁
と
し
て
或
る
先
生
が

「
兎
に
角
朝
か
ら
晩
ま
で
、
晩

か
ら
朝
ま
で
、
日
曜
日
も
祭
日

も
な
く
患
者
患
者
で
明
け
暮
れ

て
い
る
日
々
、
入
浴
後
の
一
パ

イ
は
何
と
も
い
わ
れ
ぬ
よ
い
も

の
で
、
保
険
の
点
数
も
監
査
も

医
療
の
ム
ジ
ユ
ン
も
諸
々
の
憂

さ
を
忘
れ
て
陶
然
た
る
気
持
に

ひ
た
れ
る
、
　
「
酒
な
く
て
何
の

お
医
者
の
人
生
ぞ
」
と
い
わ
れ

る
よ
う
に
、
大
変
酒
の
好
き
な

方
が
多
い
　
又
「
我
れ
飲
う
、

故
に
我
あ
り
」
と
は
ウ
イ
リ
ア

ム
肋
ジ
ユ
ニ
パ
ー
と
い
う
人
の

書
い
た
「
飲
酒
哲
学
」
巻
頭
の

言
葉
で
あ
る
。
一
日
の
仕
事
を

終
え
た
者
の
心
身
を
回
復
き
せ

無
我
と
有
我
の
境
を
さ
ま
よ
う

悦
惚
の
境
、
之
れ
こ
そ
「
百
薬

の
長
」
で
あ
り
「
心
の
憂
さ
を

払
う
玉
箒
」
で
あ
る
。
坊
さ
ん

は
般
若
湯
を
「
知
恵
の
汁
」
と

言
い
、
マ
ル
チ
ン
髄
ル
ー
テ
ル

は
「
真
理
は
酒
中
に
存
す
」
と

い
っ
て
い
る
◎
果
し
て
こ
の
酒

が
「
知
恵
の
汁
」
で
あ
り
、
又

「
百
薬
の
長
」
で
あ
ろ
う
か
。

　
成
程
酒
は
悠
久
の
昔
よ
り
、
．

ワ
ン
公
と
共
に
人
間
最
良
の
友

で
あ
っ
た
。
途
中
米
国
の
よ
う

に
禁
酒
令
を
出
し
た
国
も
あ
っ

た
が
、
結
局
は
駄
目
で
仕
方
な

く
重
い
酒
税
を
か
け
て
現
在
に

至
っ
て
い
る
。
三
百
五
十
年
前

こ
れ
と
似
た
様
に
豊
臣
秀
吉
が

禁
煙
令
を
出
し
た
こ
と
が
あ
っ

た
が
、
こ
の
令
が
出
る
か
出
な

い
に
「
き
か
ぬ
も
の
は
煙
草
の

法
度
、
銭
法
度
、
玉
の
み
こ
え

に
げ
ん
た
く
の
医
者
」
な
ど
の

う
た
が
現
れ
た
。
さ
し
ず
あ
「

煙
草
の
法
度
、
酒
法
度
」
と
い

う
と
こ
ろ
。
よ
ほ
ど
の
事
が
な

い
限
り
、
、
両
者
と
も
仲
々
止
め

ら
れ
な
い
よ
う
だ
。
．

　
さ
て
彩
本
淳
治
先
生
の
「
お

酒
読
本
」
を
み
る
と
仲
々
面
白

く
、
そ
の
中
に
は
次
の
様
に
書

か
れ
て
あ
り
ま
す
力
即
ち
人
間

の
脳
は
頸
に
近
い
と
こ
ち
か
ら

順
番
に
つ
く
ら
れ
て
い
く
も
の

で
、
高
等
動
物
に
な
れ
ば
な
為

程
下
簿
動
物
に
見
ら
れ
な
い
部

分
が
作
ら
れ
て
行
く
。
最
も
発

達
し
た
部
分
、
つ
ま
り
最
も
新

し
い
と
こ
ろ
は
大
脳
皮
質
と
呼

ば
れ
る
所
で
、
こ
x
は
最
も
高

等
な
精
神
作
用
を
司
る
役
目
を

も
つ
と
こ
ろ
で
、
そ
の
次
が
間

嘱
、
こ
玉
で
は
情
緒
の
機
能
を

営
む
。
’
そ
の
次
が
中
脳
で
、
こ

こ
で
は
姿
勢
や
運
動
の
彷
ぎ
を

す
る
し
次
の
延
髄
は
生
命
を
維

持
す
る
上
に
最
も
大
切
な
場
所

で
、
之
を
や
ら
れ
る
と
完
全
に

人
問
は
死
ん
で
し
ま
う
。
さ
て

ア
ル
コ
ー
ル
が
体
内
を
ま
わ
り

脳
に
入
る
と
、
最
も
新
し
い
と

こ
ろ
、
言
い
か
え
れ
ば
脳
の
一
．

番
表
面
か
ら
順
番
に
抑
制
さ
れ

て
行
く
。
即
ち
彷
き
が
に
ぶ
ぐ

な
っ
て
行
く
o
大
臓
の
彷
き
が

に
ぶ
る
と
そ
の
次
の
間
隅
、
噛
中

脳
の
彷
き
が
前
の
彷
き
の
に
ぶ

っ
た
表
面
（
こ
こ
で
は
大
脳
皮

質
）
を
お
し
の
け
て
ク
ロ
ー
ズ

ア
ツ
ブ
さ
れ
て
く
る
。
こ
う
し

て
は
い
け
な
い
、
こ
ん
な
こ
と

は
恥
し
い
な
ど
の
高
等
な
感
情

が
う
す
れ
て
下
等
化
し
て
く
る

の
で
あ
る
。
こ
れ
を
生
理
学
で

は
「
解
放
現
象
」
と
い
つ
て
お

る
◎
酒
の
「
酔
い
」
は
こ
の
「

解
放
現
象
」
で
あ
る
。
一
バ
イ

や
る
と
先
ず
大
脳
皮
質
に
作
用

し
て
、
そ
の
皮
質
を
興
奮
さ
せ

る
。
こ
の
程
度
だ
と
酒
も
最
も

有
益
で
、
血
の
め
ぐ
り
が
よ
く

な
り
、
疲
れ
て
彷
き
の
に
ぶ
っ

た
脳
の
細
胞
を
ガ
ビ
ソ
元
気
づ

け
、
い
い
知
恵
も
浮
か
ぶ
o
　
へ

知
恵
の
汁
と
い
わ
れ
る
ゆ
え
ん

？
・
）
酒
飲
み
は
「
や
つ
ば
り
酒

は
い
X
、
頭
の
中
に
し
み
わ
た

る
様
だ
」
と
い
う
の
で
あ
る
◎

か
』
る
状
態
の
時
、
血
中
濃
度

は
○
・
〇
五
％
位
で
あ
る
。
盃

を
重
ね
て
血
中
濃
度
が
○
・
」

五
も
位
に
な
る
と
、
そ
ろ
く

大
脳
皮
質
の
彷
き
が
抑
え
ら
れ

て
高
等
な
精
神
は
鈍
り
、
む
つ

か
し
い
話
、
面
倒
な
こ
と
は
い

や
に
な
り
、
考
え
る
事
そ
れ
自

体
が
い
や
に
な
っ
て
く
る
。
正

に
酒
は
「
心
の
憂
さ
の
捨
て
ど

こ
ろ
」
　
「
憂
を
払
う
玉
箒
」
の

愛
地
と
な
る
。
又
或
る
者
は
、

か
』
る
時
異
性
を
求
め
て
走
る

も
の
で
あ
る
。
道
徳
の
元
じ
め

が
ゆ
る
み
、
最
高
の
精
神
た
る

恥
ず
か
し
い
等
の
考
え
は
雲
散

し
、
ガ
ゼ
ン
動
物
的
に
下
落
、

赤
や
青
の
ネ
オ
ソ
に
走
る
の
で

あ
る
。
又
○
・
二
％
位
に
な
る

と
、
大
脳
皮
質
が
完
全
に
お
さ

え
ら
れ
て
間
脳
の
彷
き
が
解
放

周
囲
の
刺
戟
に
極
め
て
敏
感
と

な
り
、
怒
り
上
戸
、
泣
き
上
戸

等
、
御
得
意
の
酔
態
披
露
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
自
分
の
行
為

を
判
断
し
、
・
之
を
批
判
し
て
こ

そ
完
全
の
人
間
で
あ
る
。
之
が

な
く
な
れ
ば
す
っ
か
り
別
人
の

様
に
な
る
の
は
理
の
当
然
と
言

わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
○
、
三
％

以
上
に
な
る
と
、
間
脳
も
中
脳

も
抑
制
さ
れ
て
、
全
く
天
下
無

敵
。
感
覚
は
麻
痺
し
、
つ
ね
っ

て
も
痛
く
な
く
、
手
足
の
運
動

自
由
も
失
っ
て
し
ま
う
。
又
道

路
の
真
中
で
堂
々
と
寝
た
り
す

る
の
も
こ
の
頃
で
あ
る
。
○
。

六
％
以
上
に
血
中
濃
度
が
上
が

れ
ば
、
最
早
延
髄
ま
で
や
れ
ら

歓
楽
の
果
て
の
冥
土
行
き
、
か

く
て
人
間
一
巷
の
終
り
と
な
る

の
で
あ
る
。

　
お
ど
か
す
の
は
こ
の
位
に
し

て
、
酒
を
飲
む
と
体
が
温
ま
る

な
ど
、
よ
く
聞
く
言
葉
に
「
寒

い
な
あ
、
一
パ
イ
キ
ユ
」
と
い

く
か
」
「
一
パ
イ
や
っ
て
温
ま

る
か
」
な
ど
が
あ
る
が
、
本
当

に
お
酒
を
飲
む
と
寒
さ
を
感
じ

な
く
な
る
も
の
ら
し
い
。
而
し

之
は
鄙
ち
ア
ル
コ
ー
ル
は
身
体

の
中
で
熱
を
発
生
す
る
の
で
は

な
く
、
血
管
運
動
神
経
の
彷
き

が
に
ぶ
く
な
り
皮
層
の
血
管
が

ゆ
る
ん
で
拡
が
り
、
血
液
が
沢

山
集
る
か
ら
こ
の
様
に
感
ず
る

の
で
あ
る
。
だ
か
ら
一
パ
イ
飲

ん
で
う
っ
か
り
寝
込
む
と
、
本

当
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
出
し
て
寒

さ
と
戦
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
か
ら
少
し
も
抵
抗
力
が
な
い

又
麻
痺
し
て
い
る
か
ら
か
え
っ

て
抵
抗
力
が
弱
く
、
凍
死
す
る

お
そ
れ
が
多
い
の
で
あ
る
。
　
へ

こ
の
事
は
、
よ
く
新
聞
の
三
面

に
散
見
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
）

而
し
全
く
ア
ル
コ
！
ル
は
熱
を

発
生
し
な
い
わ
け
で
は
な
く
、

一
瓦
あ
た
り
九
カ
ロ
リ
ー
を
出

す
脂
肪
に
次
い
で
、
一
瓦
七
．

一
カ
ロ
リ
！
を
出
し
、
立
派
な

熱
量
源
で
あ
る
。
だ
が
一
〇
〇

％
燃
焼
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と

は
な
く
、
大
部
分
が
体
外
に
排

泄
さ
れ
て
し
ま
う
か
ら
結
局
そ

ん
な
に
役
立
た
な
い
。
　
　
．

　
こ
》
ま
で
書
い
て
く
る
と
、

酒
を
飲
む
と
い
う
こ
と
は
元
気

に
な
り
、
精
力
を
増
進
さ
せ
、

又
性
慾
を
高
め
る
薬
を
の
む
よ

う
だ
と
い
う
考
え
が
錯
覚
で
あ

る
と
気
付
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。

酒
が
薬
に
な
る
こ
と
は
前
に
も

書
い
た
が
、
全
く
脳
貧
血
、
虚
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農民の短歌について…

・
高
校
・
古
同

　
農
耕
生
活
に
対

す
る
詠
嘆
を
短
畝

（
三
十
一
文
字
）

に
た
く
し
て
表
現

し
た
作
品
は
沢
山

あ
9
ま
す
o
そ
の

中
で
も
大
切
な
の

は
農
村
生
活
を
傍

観
的
に
詠
む
こ
と

で
な
く
、
農
村
生

活
、
農
粧
生
活
の

中
か
ら
湧
き
出
た

好
情
を
詠
む
事
で

あ
り
ま
す
。
こ
の

意
味
で
、
東
北
の

農
民
歌
人
結
城
哀

草
果
氏
の
短
歌
を

御
紹
介
い
た
し
ま
し
よ
う
。

　
哀
草
果
氏
は
私
の
短
歌
の
先

生
で
あ
り
ま
す
が
、
ア
ラ
ラ
ギ

木

幹

夫
…
…
…
…
…

，
派
の
歌
人
で
現
在
で
は
土
屋
文
苦
労
さ
れ
た
御
年
輩
の
方
々
に

明
氏
に
つ
い
で
・
同
派
で
は
第
ぽ
・
こ
れ
等
の
歌
に
よ
っ
て
往

二
位
に
あ
る
人
で
す
。
故
斉
薩
時
を
回
想
し
て
頂
け
た
ら
幸
い

茂
吉
門
下
の
大
先
輩
で
、
か
っ

て
ア
ラ
ラ
ギ
の
選
者
や
茂
吉
没

後
の
あ
る
時
期
、
俳
句
の
高
浜

盧
子
と
並
ん
で
、
朝
日
新
紙
の

畝
壇
の
選
者
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
東
京
に
行
く
に
も
モ

ン
ベ
を
は
い
て
行
く
と
言
う
風

で
、
・
現
在
も
山
形
市
郊
外
の
農

村
で
農
耕
生
活
に
は
げ
ん
で
お

り
、
あ
く
ま
で
も
農
民
と
し
て

の
生
．
涯
を
も
っ
た
歌
人
で
あ
り

ま
す
。

　
今
度
採
ワ
上
げ
た
歌
は
、
氏

の
処
女
畝
集
「
山
麓
」
の
作
品

で
す
が
、
大
正
初
期
の
農
耕
生

活
を
詠
み
上
げ
た
も
の
で
あ
9

ま
す
。
そ
の
ご
ろ
農
耕
生
沽
に

「と
思
い
ま
す
◎

　
」籍
罐
藍
輪
票
解

い
た
ち
を
り

　
藁
靴
は
す
ぐ
諾
れ
る
の
で
温

　
め
て
は
く
訳
で
す
。
家
の
戸

　
口
か
ら
道
路
ま
で
の
雪
を
の

　
ぞ
く
の
で
し
よ
う
。

○
米
掲
く
が
あ
ま
り
の
ろ
し
と

吾
が
父
は
俵
編
み
い
て
怒
る
な

り
け
り

○
わ
ら
べ
ら
に
か
こ
ま
れ
て
ゆ

く
芸
人
の
赤
き
衣
に
雪
は
降
り

つ
つ
　
芸
人
の
あ
と
に
子
供
が
珍
ら

　
し
が
っ
て
つ
い
て
ゆ
く
大
正

　
初
期
の
農
村
風
景
。

○
河
岸
の
杉
の
木
原
に
人
足
ら

堰
上
ぐ
る
土
掘
り
や
ま
ず
け
り

　
本
沢
村
の
乾
田
に
水
を
あ
げ

る
所
で
す
が
、
彼
も
そ
の
人

夫
の
一
人
な
の
で
、
こ
の
作

業
は
毎
年
四
月
三
日
ま
で
に

仕
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
す
。
こ
の
歌
に
は
愈
々

春
が
き
た
と
い
う
気
分
が
で

て
お
り
ま
す
。
－

Q
ひ
た
赤
し
落
ち
て
行
く
日
は

ひ
た
赤
し
代
か
き
馬
は
首
ふ
り

す
x
む
，
　
　
　
　
　
　
・

　
多
ぐ
の
仕
事
を
控
え
て
、
仕

　
事
は
な
か
な
か
捗
ら
な
い
。

そ
の
黒
躁
を
も
つ
作
者
と
馬

と
い
ず
れ
も
急
い
で
お
る
育

様
が
、
首
ふ
り
す
す
む
で
表

さ
れ
て
い
ま
す
。

Q
ぐ
ん
く
と
田
打
を
し
た
れ

こ
め
か
み
は
非
常
に
早
ぐ
動
き

け
る
か
も

　
三
本
鍬
で
田
打
を
し
て
い
る

、
の
で
す
が
、
男
用
の
鍬
は
六

　
百
匁
か
ら
八
百
匁
の
目
方
が

　
あ
り
、
作
者
は
部
落
一
の
広

　
い
耕
地
を
た
が
や
す
の
で
す

○
人
つ
日
に
尻
を
な
ら
べ
て
百

姓
ら
田
な
か
の
土
を
掘
り
や
ま

ず
け
り

○
た
ま
さ
か
の
病
み
ふ
し
な
れ

ば
労
彷
の
身
の
ふ
し
ぶ
し
の
痛

み
止
ま
な
く

．
、
∪
梅
雨
病
の
頭
に
我
を
据
え
な

む
と
桑
の
香
の
す
る
村
行
き
に

け
り

　
は
げ
し
い
農
耕
の
た
め
梅
雨

　
ど
き
に
な
る
と
頭
が
い
た
み

　
関
節
か
い
た
む
の
で
衆
帥
斉

　
藤
松
四
郎
の
家
に
行
く
の
で

　
す
が
、
そ
こ
ま
で
十
ニ
キ
ロ

　
あ
ウ
ま
す
。
こ
の
歌
で
は
，
「

　
桑
の
香
の
す
る
」
村
の
句
は

　
よ
べ
農
村
の
生
活
が
泌
み
こ

　
ん
で
お
り
、
大
変
好
ま
い
句

　
で
す
。

○
夕
か
け
て
馬
舎
に
か
い
ぶ
し

す
る
煙
の
火
事
に
か
あ
る
と
人

走
り
来
た
る

　
彼
の
裏
の
方
に
あ
る
門
間
小

　
助
の
家
で
、
夏
の
夕
方
蚊
い

　
ぶ
し
の
煙
と
火
事
と
ま
ち
が

　
え
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
健
康

　
な
お
か
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

○
稲
扱
女
ら
葬
列
見
む
と
田
の

道
を
転
が
る
が
ご
と
く
駈
け
ゆ

く
が
見
ゆ
　
　
　
　
　
　
・

　
こ
の
稲
放
き
は
外
扱
き
で
、

　
田
圃
の
中
で
す
る
の
で
す
が

　
女
達
が
「
転
が
る
如
く
」
駈

　
け
ゆ
く
さ
ま
が
面
白
い
と
こ

　
ろ
で
す
◎

○
今
夜
こ
そ
夜
の
あ
り
た
け
を

眠
ら
め
と
ね
む
ワ
こ
ろ
が
る
蚕

飼
づ
か
れ
に

○
蚕
を
あ
げ
て
繭
売
9
た
ら
ば

金
持
ち
て
旅
に
出
で
む
と
思
い

つ
』
寝
る

）
妻
と
ふ
た
り
真
夜
な
か
に
起

き
て
来
た
り
け
り
酒
ふ
き
か
く

る
弱
き
蚕
に

○
繭
売
り
て
得
た
る
金
か
も
身

に
つ
け
て
寝
い
た
る
心
な
に
に

た
と
え
む

○
畑
な
か
妻
が
く
れ
た
る
青
胡

瓜
肥
料
く
さ
き
手
に
持
ち
て
食

う
か
も

∪
冬
の
日
は
昼
さ
え
さ
む
し
牛

勢
掘
る
土
の
つ
き
た
る
手
は
痛

み
つ
つ

，
こ
の
よ
う
に
哀
草
果
．
氏
の
歌

は
、
方
葉
集
甲
の
東
歌
を
連
想

さ
せ
る
も
の
が
多
く
、
純
情
素

朴
で
一
般
に
東
歌
的
野
情
味
の

深
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
こ
の
歌
集
「
山
麓

」
中
傑
作
と
し
、
我
が
結
城
哀

草
果
先
生
の
代
表
的
な
二
百
を

あ
げ
ま
す
。

○
あ
か
が
り
に
露
霜
し
み
て
癒

め
ど
も
妻
と
裕
刈
れ
ば
心
た
の

し
も
○
繭
ぐ
る
ま
妻
と
し
挽
け
ば
お

の
ず
か
ら
睦
む
こ
こ
ろ
の
わ
き

に
け
る
か
な

脱
症
等
に
は
効
果
テ
キ
メ
ン
で

あ
る
。
又
日
本
的
な
風
邪
薬
と

し
て
玉
守
酒
が
あ
る
．
江
戸
の

初
期
よ
り
あ
っ
た
も
の
だ
、
そ

の
時
代
に
書
か
れ
た
「
料
理
物

語
」
に
の
っ
て
お
る
。
．
「
本
朝

食
鑑
」
に
も
玉
子
酒
は
・
「
精
を

出
し
、
気
を
肚
人
に
し
、
胃
を

調
う
」
と
書
か
れ
て
あ
る
。

成
程
卵
の
黄
味
に
は
メ
チ
オ
ニ

ン
、
コ
リ
ン
が
含
ま
れ
て
い
る

か
ら
肝
臓
の
保
護
も
し
理
に
か

な
っ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
、

今
目
は
肝
臓
を
酒
か
ら
守
っ
て

く
れ
る
薬
が
沢
山
出
来
て
、
そ

れ
を
服
用
し
な
が
ら
酒
を
の
む

者
が
多
く
な
っ
た
。
正
に
悲
痛

悲
肚
の
極
み
で
あ
る
。

　
最
後
に
で
は
酒
に
負
け
な
い

為
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、

メ
チ
オ
ニ
ン
、
コ
リ
ン
の
薬
を

服
用
す
る
事
も
大
切
だ
が
蛋
白

質
を
多
く
と
る
こ
と
で
す
．
ウ

ニ
シ
オ
カ
ラ
、
南
京
豆
、
ハ
ム

チ
ー
ズ
等
、
全
く
合
理
的
な
『

ツ
マ
ミ
」
と
言
え
る
よ
う
だ
◎

又
脂
肪
は
胃
に
お
け
る
ア
ル
コ

ー
ル
分
の
吸
収
を
お
く
ら
せ
る

こ
と
に
よ
り
、
酔
う
と
困
る
様

護
会
の
前
昊
丼
、
天
ぼ

そ
ば
な
ど
食
べ
て
行
く
と
カ
な

り
の
予
防
が
期
待
出
来
る
。
胃

に
於
け
る
吸
収
を
お
く
ら
せ
、

小
腸
に
も
少
量
の
ア
ル
コ
ー
ル

が
送
ら
れ
る
の
で
腸
の
消
化
吸

収
も
盛
ん
に
な
り
、
一
石
二
鳥

の
役
を
演
じ
て
く
れ
ま
す
。
い

ず
れ
に
せ
よ
下
戸
の
私
に
は
あ

ま
り
関
係
が
な
い
か
も
し
れ
な

い
。
私
は
常
に
「
酒
か
ら
得
ら

れ
る
も
の
が
酒
に
よ
っ
て
失
わ

れ
る
も
の
に
比
べ
て
黒
字
に
な

る
様
に
心
が
け
た
い
と
念
願
し

て
お
る
次
第
．

　
「
蒙
御
免
左
党
諸
兄
」

（
二
月
五
日
記
・
関
谷
甲
子
夫

ー
筆
者
は
医
師
）

　
島
田
眞
知
子
さ
ん
が

　
二
級
合
格

　
第
4
1
回
珠
算
能
力
検
定
に

　
去
る
二
月
五
日
、
松
代
会
場

へ
高
校
）
で
行
な
わ
れ
た
珠
算

能
力
検
定
で
、
松
代
小
学
校
島

田
真
知
子
さ
ん
が
二
級
に
合
格

し
た
。

　
尚
こ
の
検
定
の
級
別
受
検
合

格
者
数
は
次
の
通
り

級
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受
検
者
興
合
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雪
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道
は
か
ど
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え
灯
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痛
ま
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9
や
雪
地
獄

　
束
ね
た
る
郵
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物
や
冬
ご
も
り

　
冬
木
々
の
影
さ
や
か
な
る
月
夜
か
な

　
　
　
　
　
　
　
室
野
　
し
　
ぶ

寒
月
や
眠
れ
る
大
家
く
ろ
く
建
つ

冬
川
の
音
も
賦
雪
に
遠
ざ
か
り
・

春
寒
や
し
か
と
就
労
手
帳
手
に

新
し
き
ワ
ラ
グ
ッ
の
あ
り
誰
な
惹
や

寒
雀
遊
ぶ
門
口
出
で
ん
と
す

雪
眼
鏡
か
け
て
色
こ
き
配
達
天

杉
の
木
に
酒
し
み
の
あ
り
春
瞬
り

冬
川
に
架
か
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七
橋
帯
の
町
・
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絵騎鶴馨携露　齢慰震離1柔〕さ
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’にょ世鎖れのとと華年　　望キ’も終入のを月　て
為なう界をて産同伝かと　　　　外ツこそっれ時関十

踵隼聾駁蟷考遠　得魏、撫を紐．吾　い
饗蚤融齢響雛騨怒捲彪2挟　る
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あ断万こ部’ズ程見クう程円人が方すな年円とは暮す二◎のに
り層うれ分発バ発てミ状度のが・共。つののな今は・と割そ所十
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村れのるり勢　るででれ見よは　い深間すだ・気当んモ今との農
に　’地前　’調　　よはは程たう　’　の刻題　。か轄蒔でク日で都民
分にな迄科技か純と高でて　　せ共て増も事内の　　はいか情自ま
割一か熟学術れ化’いのも現んはい加か実で少となるわ勢身す
しつつ練が的てさ子技仕わ代　。注なこ』上のなこいこらをが◎
て一たと応専発れ供術事か産　　目いそわ人佐いろかとず意農、と
’つ名感用門展たで的はる業　　しとすら口潴関でとか　’識村云
子の人でさ分し作もな一通の　　な云れずが地西農思ら一ナをう
洪単芸なれ野て業出車面り発　’けう　”減区地業．い来番る取こ
で純もけてで居分来門で’展　　叡こ決農つな方人まてよとりと
もな’れおはり野る化は近経　　ばとし業てどとロナいく否巻は
立作科ばり高まと様の非代過　　なにて生いでか補　。る知とく　’
辰業学出　’度すにな分常産を　　り　’落産るは’充　　のつに社農
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弓向好・匹変かと　でをのと　ま心民計そ方或てのうた今　途
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　あ　　せ福る決る便開あのよけのの向・る生めたぎく場すのた
当てさんでこ断こつ拓り領うで繁中うそと活て生で少合。比国
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に　に　　ま幸す智すををは瑛しわ限アち。あと初れベペたま者

替
、
資
本
な
ど
一
連
の
自
由
化

と
し
て
昨
年
打
出
さ
れ
た
政
策

で
あ
り
ま
す
。

　
今
迄
鎖
に
つ
な
が
れ
て
、
飼

主
か
ら
大
事
に
飼
わ
れ
て
い
た

産
業
が
、
今
度
突
然
鎖
を
と
か

れ
、
お
も
て
に
出
さ
れ
た
わ
け

で
す
。

　
し
か
し
ま
だ
ど
こ
え
で
も
自

由
に
歩
け
る
と
い
う
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
政
府
の
考
え
で

け
　
』
の
自
由
化
は
、
昭
和
三

十
八
年
迄
に
、
今
迄
封
鎖
又
は

制
限
し
て
い
た
物
資
の
八
○
％

を
自
山
化
そ
う
と
い
う
の
で
、

そ
の
進
み
方
は
日
本
経
済
の
発

展
に
従
っ
て
、
一
つ
一
つ
鎖
の

環
を
は
ず
し
て
い
こ
う
と
し
て

い
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
一
昨
年
秋
こ
の
話

が
出
て
か
ら
、
日
本
の
業
界
は

大
騒
ぎ
と
な
り
ま
し
た
。
一
体

お
も
て
に
ほ
う
り
出
さ
れ
た
ら

業
界
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か

お
も
て
に
出
て
も
、
食
べ
物
が

あ
る
だ
ろ
う
か
と
、
昨
年
今
頃

は
こ
の
エ
タ
イ
の
知
れ
な
い
自

由
化
の
表
通
り
の
広
さ
や
大
き

さ
を
知
る
為
、
爆
営
者
連
中
は

小
便
の
色
が
赤
く
な
る
程
勉
強

　
と
こ
ろ
で
、
今
ノ
ミ
が
喰
っ

た
程
に
も
感
じ
な
い
自
由
化
も

こ
ん
な
こ
と
で
終
る
と
は
考
え

ら
れ
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
自
由
化

が
怪
物
の
怪
物
た
る
ゆ
え
ん
を

見
せ
る
の
は
、
実
は
こ
れ
か
ら

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
戦
後
私
共
が
経
験
し
た
色
々

の
事
柄
は
、
そ
の
一
つ
一
つ
を

と
ら
え
て
見
た
場
合
、
誠
に
チ

グ
ハ
グ
な
矛
盾
だ
ら
け
の
も
の

と
し
か
う
つ
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
こ
の
矛
盾
の
連
続

と
し
か
感
ぜ
ら
れ
な
い
こ
と
が

十
五
年
と
云
う
歳
月
を
経
る
に

及
ん
で
、
世
界
の
人
達
が
ア
ッ

と
驚
く
程
の
発
展
を
と
げ
て
い

た
わ
け
で
、
こ
の
こ
と
は
、
総

て
の
出
来
事
に
反
対
し
て
来
た

人
も
、
無
関
心
で
い
た
人
も
、

程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
認
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
表
面
こ
の
様
に
し
て
発
展
し

て
来
た
日
本
も
、
又
こ
れ
か
ら

発
展
し
続
け
る
で
あ
ろ
う
日
本

も
、
こ
』
ま
で
発
展
す
る
に
及

ん
で
、
そ
の
本
質
的
な
矛
盾
を

だ
ん
く
現
わ
し
て
い
る
よ
う

で
あ
り
ま
す
。
そ
の
短
的
な
現

れ
が
「
所
得
格
差
の
増
大
」
と

云
う
こ
と
で
す
。

二
、
農
村
の
現
況

　
と
こ
ろ
で
、
，
目
を
農
村
に
移

し
て
見
ま
し
よ
う
。

　
戦
争
直
後
の
混
乱
し
た
食
糧

事
情
も
、
農
業
技
術
の
進
歩
と

急
速
に
発
展
し
た
農
薬
等
に
よ

り
、
あ
る
程
度
天
候
と
か
害
虫

等
自
然
を
克
服
す
る
域
に
達
し

昨
年
秋
ま
で
に
六
年
続
き
の
農

作
と
云
う
金
字
塔
を
打
ち
立
て

我
国
の
食
糧
事
情
は
自
給
自
足

の
段
階
に
入
っ
た
と
云
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
は
、
僅
か
十
五
年

の
間
に
驚
異
的
な
発
展
を
と
げ

た
日
本
経
済
の
原
動
力
と
し
て

ど
ん
な
に
ホ
メ
チ
ギ
っ
て
も
よ

い
の
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。

　
食
糧
事
情
が
自
給
自
足
の
体

制
に
入
っ
た
と
こ
ろ
で
政
府
が

打
ち
出
し
た
農
業
政
策
の
基
本

が
、
　
「
十
年
間
に
農
業
人
口
六

割
削
減
」
と
云
う
方
針
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
今
や
政

治
問
題
と
な
り
盛
に
論
議
が
交

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
面
白
い
こ
と
に
は
、

か
っ
て
食
糧
象
情
が
最
悪
の
状

態
に
置
か
れ
た
時
代
、
食
糧
増

産
と
農
村
の
あ
り
方
に
つ
い
て

残
る
生
徒
の
割
合
（
農
業
人
口

補
充
率
）
は
全
国
平
均
四
八
％

に
ま
で
下
り
、
県
内
で
も
佐
渡

地
方
で
は
五
五
％
で
あ
る
と
云

わ
れ
て
い
ま
す
。

β
註
）
こ
の
農
業
人
口
補
充
率

　
と
は
、
農
民
の
一
人
平
均
農

　
業
從
事
年
数
を
三
〇
年
と
し

　
現
在
六
〇
戸
あ
る
農
村
で
は

　
六
〇
割
三
〇
で
毎
年
二
人
宛

　
の
新
卒
者
が
農
村
に
残
っ
た

　
場
合
を
岬
○
○
影
と
し
た
も

　
の
で
す
。
帥
ち
公
式
は
次
の

　
通
り
。

　，

｛
㊦
令
G

詣
灘
緑
壱
熊
淋
襟
隈
隊
×
一
8

　
簸
撚
コ
薄
キ
8

　
補
充
率
五
〇
％
と
す
る
と
、

六
〇
戸
の
部
落
で
は
毎
年
農
村

に
残
る
卒
業
生
一
人
と
云
う
こ

と
に
な
り
、
如
何
に
少
な
い
補

充
要
員
で
あ
る
か
大
体
自
分
の

部
落
を
考
え
て
見
れ
ば
わ
か
る

と
思
い
ま
す
。

三
、
こ
れ
か
ら
の
農
村

　
農
村
に
残
る
若
い
人
達
が
こ

の
よ
う
に
年
々
少
な
く
な
る
．
こ

と
は
、
今
で
は
と
て
も
お
さ
え

切
れ
な
い
程
の
社
会
的
な
勢
を

持
っ
て
来
て
い
る
よ
う
で
あ
り

出
来
る
仕
事
に
変
え
て
し
ま
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
単
純

化
さ
れ
た
仕
事
は
や
が
て
人
間

の
手
か
ら
離
れ
て
、
機
械
と
云

う
這
大
な
手
に
変
え
ら
れ
て
行

き
、
人
間
は
筋
肉
労
彷
と
単
純

作
業
か
ら
離
れ
て
、
だ
ん
ノ
～

技
術
者
と
し
て
頭
で
仙
く
方
向

に
進
ん
で
来
て
い
ま
す
。
、

　
こ
れ
が
現
代
産
業
で
あ
る
と

共
に
、
農
業
人
口
の
誠
っ
て
い

る
地
域
の
農
村
が
歩
ん
で
い
る

方
向
で
も
あ
る
と
云
え
ま
し
よ

武
ノ
G
　
そ
の
証
拠
と
し
て
、
こ
れ
ら

補
充
率
の
少
な
い
農
村
に
残
る

青
年
は
」
高
校
卒
業
以
上
の
学

歴
を
も
り
た
若
い
青
年
が
圧
倒

的
に
多
い
と
云
う
こ
と
で
す
。

要
す
る
に
筋
肉
労
彷
一
本
槍
の

農
業
か
ら
、
頭
の
農
業
、
農
業

経
営
の
技
術
者
と
し
て
の
農
民

に
変
っ
て
来
て
い
る
こ
と
を
物

語
る
と
云
え
ま
し
よ
う
、

　
仕
事
を
単
純
化
し
て
、
単
純

化
さ
れ
た
仕
事
は
機
械
化
し
て

ゆ
く
。
そ
れ
以
上
に
大
切
な
こ

と
は
、
農
家
の
政
策
、
農
業
の

経
営
万
針
の
決
定
こ
そ
が
、
こ

れ
か
ら
の
真
の
農
民
の
生
き
る

向
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ

こ
で
、
こ
の
松
代
地
区
が
は
た

し
て
こ
の
方
向
に
他
と
足
並
を

揃
え
て
落
伍
し
な
い
よ
う
に
つ

い
て
ゆ
け
る
で
し
よ
う
か
。

　
そ
こ
に
は
余
り
に
も
難
関
が

多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

ま
す
。

◎
先
ず
半
年
の
間
、
土
地
も
人

間
も
凍
結
し
て
し
ま
う
雪

ゆ
鉄
道
沿
線
か
ら
遠
く
離
れ
て

い
る
交
通
の
不
便

◎
小
規
模
の
農
業
形
体

◎
山
合
に
点
在
す
る
耕
地

　
こ
れ
ら
は
余
り
に
も
縮
命
的

な
悪
い
環
境
と
条
件
と
云
わ
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
お
そ
ら
く
、
こ
の
悪
環
境
の

外
壕
を
埋
め
る
べ
く
、
私
共
の

祖
先
は
努
力
し
続
け
た
で
あ
り

ま
し
よ
う
。
そ
し
て
私
共
の
知

る
限
り
の
先
輩
や
指
導
者
も
、

又
こ
の
為
に
ど
れ
ほ
ど
苦
労
を

積
み
重
さ
ね
て
来
た
か
を
知
っ

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
も
っ
と
大
切
な
組

織
的
な
生
産
性
向
上
と
い
う
こ

と
に
な
る
と
、
ま
だ
く
足
り

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
　
「

窮
す
れ
ば
通
ず
」
と
い
わ
れ
ま

す
が
、
な
ま
じ
っ
か
冬
期
出
稼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
生
産
物
を
如
何
に
し
て
少
な
い

　
ー
E
際
O
併
恥
欝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
労
力
と
、
材
料
と
経
費
で
開
発

こ
の
計
算
で
二
円
以
上
出
る
と
し
て
ゆ
く
か
が
、
今
後
の
農
業

し
た
ら
、
あ
な
た
の
農
業
経
営
の
あ
り
方
で
あ
り
、
そ
の
為
に

は
誠
に
立
派
で
あ
る
と
云
え
ま
は
、
み
ん
な
で
頭
を
寄
せ
て
研

し
よ
う
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
先
し
、
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら

　
こ
の
よ
う
に
、
現
在
の
儘
で
な
い
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

経
営
を
改
善
し
よ
う
と
し
な
か
・
こ
の
様
に
、
第
一
次
産
業
と

っ
た
ら
益
々
生
産
原
価
は
高
く
云
わ
れ
る
産
業
形
体
の
中
に
は

な
り
、
賃
金
一
円
当
り
の
生
産
限
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
何
か
を
含

性
は
八
○
銭
、
五
〇
銭
と
下
ら
ん
で
い
る
様
に
私
は
思
え
ま
す

ざ
る
を
得
な
い
と
思
い
ま
す
。
農
業
し
か
り
、
鉱
業
し
か
ヶ
。

こ
の
下
り
方
を
止
め
る
に
は
、
　
と
こ
ろ
が
科
学
産
業
、
特
に

農
産
物
の
価
格
を
上
げ
ね
ば
な
化
学
産
業
は
今
の
と
こ
ろ
、
こ

ら
な
い
の
で
す
が
、
日
本
経
済
の
限
ら
れ
た
基
盤
が
無
限
で
あ

の
シ
ク
ミ
を
最
初
に
伸
べ
た
様
る
と
云
っ
で
も
差
支
な
い
と
思

に
、
経
済
の
伸
長
比
率
と
同
じ
い
ま
す
。
こ
の
一
九
六
〇
年
代

比
率
で
は
決
し
て
高
く
な
ら
な
に
、
ど
ん
な
品
が
化
合
さ
れ
て

い
も
の
と
見
な
け
れ
ば
な
り
ま
飛
び
出
七
て
来
る
か
、
・
ど
ん
な

ゼ
ん
　
よ
し
そ
の
比
率
が
同
じ
機
極
が
生
ま
れ
て
く
る
か
誰
も

で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
農
業
人
予
測
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
と

口
補
充
率
四
〇
％
台
の
地
域
と
思
い
ま
す
。

一
〇
し
％
を
越
え
な
け
れ
ば
現
　
し
か
し
こ
の
無
限
の
産
業
と

在
の
農
業
規
模
を
営
む
こ
と
が
無
限
の
幸
福
と
を
支
え
る
の
は

出
来
な
い
地
区
と
は
比
べ
も
一
の
た
し
か
に
第
｝
次
産
業
で
あ
り

に
な
ら
な
い
差
を
生
じ
て
し
ま
第
一
次
産
業
の
上
に
ご
ぞ
、
こ

う
こ
と
で
し
よ
う
ゆ
　
　
　
　
れ
ぢ
第
二
次
声
第
三
次
産
業
は

　
こ
れ
に
更
に
拍
車
を
か
け
る
ゲ
ン
テ
ン
た
る
花
を
嘆
か
せ
る

要
素
を
も
っ
て
い
る
の
が
ふ
貿
む
の
と
存
じ
ま
す
が
、
国
家
的

易
の
自
由
化
で
お
る
と
思
い
ま
に
見
る
と
、
近
代
国
家
の
職
業

す
。
自
由
化
分
進
度
が
六
〇
％
従
事
者
の
比
率
は
、
近
代
化
し

限
り
み
る
こ
と
を
知
っ
た
私
共

は
、
今
こ
の
土
地
に
限
り
な
い

も
の
が
一
つ
あ
る
こ
と
を
知
ろ

う
で
ば
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
そ
れ
は
今
述
べ
た
様
に
、
無

限
を
求
め
る
の
は
人
間
で
あ
る

と
云
う
こ
と
で
す
。

　
即
ち
、
無
限
を
求
め
る
可
能

性
を
持
つ
人
が
、
今
も
こ
れ
か

ら
も
こ
の
松
代
か
ら
出
る
可
能
．

性
が
な
い
と
は
誰
が
云
い
切
れ

る
で
し
よ
う
か
。
，

　
「
人
間
の
育
成
」

こ
れ
こ
そ
が
今
後
に
残
さ
れ
た

此
の
地
区
の
最
大
の
課
題
と
云

い
得
る
の
で
は
な
い
で
し
よ
う

か
。
　
こ
れ
ら
育
成
さ
れ
た
人
達
に

よ
う
て
、
現
在
か
ぎ
り
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
松
代
地
区
の
農
業

も
～
か
ぎ
り
な
い
も
の
に
変
え

る
こ
と
を
こ
の
人
達
か
ら
や
っ

て
の
け
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
無
限
へ
の
可
能
性
は
、
無
限

へ
の
可
能
性
を
持
つ
人
間
の
育

成
に
あ
る
こ
と
を
私
共
の
残
さ

れ
た
最
大
の
課
題
と
し
よ
う
で

ば
あ
り
ま
せ
ん
か
。


